
＜竜串自然再生全体構想の概要＞

◆自然再生の対象となる区域

自然再生の対象区域は、サンゴ群集をはじめとする豊かな沿岸生態系の保全と再生を図る

竜串湾とする。また、竜串湾を取り巻く環境の変化が生態系に大きな影響を及ぼしていると

考えられることから、つながりの深い陸域（森・川・里）を関連区域として設定している。

四国西南端に位置する竜串湾

自然再生区域

対象区域（海域）

竜串湾の西側に位置する城ノ岬の南端と東側に位置する千尋岬の見残し湾から南西に延

びる岬の先端を結んだラインの北側の区域（約 320ha）

関連区域（陸域）

竜串湾に注ぐ三崎川及び遠奈
と お な

路
ろ

川の流域に、竜串湾に近く、竜串湾にも大きな影響を与

えるものと考えられる宗呂川流域を加えた区域（約 7,780ha）

◆自然再生の目標

基本目標

・竜串湾内に本来生息しているイシサンゴ類をはじめとする多くの生き物が健全な状態で

生き続けていける環境を取り戻す。

個別目標

・沿岸生態系の保全と再生（対象区域（海域）と関連区域（陸域））

・自然と共生した活力ある地域づくり（地域社会）

◆自然再生協議会の構成員（平成 22 年 5月現在）

専門家 9、個人 17、団体 18、関係行政機関等 28 合計 72
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